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地上波で新たな放送技術を導入する際に、その実験等を
行うための「放送用暫定使用帯域」として使用することを提案

残存する従前の旧アナログテレビ放送の受信設備等により、
テレビ放送の混信障害等が発生しないよう、実態調査が必要

旧アナログテレビ放送が受信可能な施設が現在も
存在することが想定されるため、ＶＨＦ帯域を新た
に利用するとき混信障害等の発生を事前に「実態
調査」により把握する必要性がある。

旧アナログテレビ放送受信が可能な場合

？

地上波放送等において、今後の新しい運用開始検討に際し、
実験やリパック等を行う際に利用できる「放送用暫定使用帯域」として
新放送方式への対策に活用する。


